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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第２四半期連結
累計期間

第49期
第２四半期連結
累計期間

第48期
第２四半期連結
会計期間

第49期
第２四半期連結
会計期間

第48期

会計期間

自平成21年
７月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
７月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
７月１日
至平成22年
６月30日

売上高（千円） 7,537,1027,704,3293,985,8114,132,44114,757,551

経常利益（千円） 371,066 447,210 237,237 375,328 529,671

四半期（当期）純利益（千円） 231,557 285,760 139,904 240,715 383,619

純資産額（千円） － － 5,309,7675,654,8975,438,366

総資産額（千円） － － 8,702,9258,614,6298,261,138

１株当たり純資産額（円） － － 945.45 1,006.92 968.35

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
41.23 50.88 24.91 42.86 68.31

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 61.0 65.6 65.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
477,001 568,466 － － 590,523

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△126,586△296,151 － － △999,584

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△150,823△125,677 － － △211,365

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,351,317677,936 531,299

従業員数（人） － － 700 731 722

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 731(1,344)

　（注）従業員数は、就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、（　）書きは外書で、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間平均雇用人員を記載しておりま

す。

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 555 (291)

　（注）従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、（　）書きは

外書で、臨時従業員の当第２四半期会計期間平均雇用人員を記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

鶏肉関連（千円） 2,394,461 －

合計（千円） 2,394,461 －

　（注）１．金額は製造価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当社グループは、製品の性質上そのほとんどについて需要予測に基づく見込生産を行っております。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

鶏肉関連（千円） 3,224,149 －

外食（千円） 908,292 －

合計（千円） 4,132,441 －

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び総販売実

績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

フードリンク株式会社 1,199,698 30.1 1,284,645 31.1

株式会社ニチレイフレッシュ 982,921 24.7 1,063,334 25.7

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに生じたリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）が判断し

たものであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間における当社グループを取り巻くわが国経済の環境は、アジア新興国の需要拡大や政

府のエコカー補助金等の景気刺激策により、一時的には回復基調をみせたものの、急激な円高の進行や株価の低迷

により、景気の先行きの不透明感は払拭できない状況で推移しております。さらに、依然として続く雇用情勢や所得

環境の悪化から、個人消費は引き続き低迷し厳しい状況が続いております。

　このような中で、鶏肉業界におきましては、不況による消費者の購買意欲が高価なもも肉から低価格なむね肉に移

行している状況が続き、もも肉相場が低調な中、むね肉相場は堅調に推移し、国内鶏肉相場（荷受市場でのもも肉と

むね肉相場の単純合算金額）は、前年同期に比べ強含みに推移いたしました。

　このような状況下で、売上高は外食事業が好調であったことから、41億32百万円（前年同四半期比3.7％増）の増

収となりました。また、グループ全体で生産性の向上等に向けた改善を始め、原価低減や適正人員配置、諸経費全般

に渡りコストの見直しを行った結果、営業利益３億48百万円（同57.4％増）、経常利益３億75百万円（同58.2％

増）、四半期純利益は２億40百万円（同72.1％増）と、それぞれ増益となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①鶏肉関連

　１年間の最需要期である当第２四半期の肥育生産量が前年同期並みにとどまったことから、当社製品「薩摩

ハーブ悠然どり」の産肉量が需要増を満たせず、売上高は32億24百万円となりました。

　また、原材料価格が高騰する中、固定費削減等のコスト合理化に努めた結果、セグメント利益は２億29百万円と

なりました。

②外食

　ＫＦＣ店舗が第１四半期のキャンペーンに引き続き、既存店及び前連結会計年度に出店した店舗（６店舗）の

売上が好調であったことを主因に、売上高９億８百万円、セグメント利益は１億18百万円となりました。

(2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における財政状態は、前連結会計年度末に比べ以下のとおりとなりました。

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ３億53百万円増加し、86億14百万円

となりました。これは主に、棚卸資産が１億28百万円、有形固定資産が１億62百万円減少したものの、現金及び預

金が96百万円、売掛金が２億33百万円、投資その他の資産が２億75百万円増加したことによるものであります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ１億36百万円増加し、29億59百万円

となりました。これは主に、持分法適用に伴う負債が51百万円減少したものの、未払金が１億17百万円、資産除去

債務が56百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ２億16万円増加し、56億54百万円

となりました。これは主に、利益剰余金が２億15百万円増加したこと等によるものであります。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は６億77百万円となり、第１

四半期連結会計期間末と比較して２億39百万円増加いたしました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金収支は、４億99百万円の資金増加（前年同四半期は４億５百万円の資金増加）となりまし

た。これは、賞与引当金の減少が１億31百万円あったものの、税金等調整前四半期純利益が３億84百万円、棚卸資

産の減少が２億25百万円あったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金収支は、２億34百万円の資金減少（前年同四半期は１億45百万円の資金減少）となりまし

た。これは、貸付金の回収による収入が70百万円、定期預金の払戻しによる収入が２億20百万円があったものの、

定期預金の預入れによる支出が１億70百万円、貸付けによる支出が３億32百万円あったこと等によるものであり

ます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金収支は、26百万円の資金減少（前年同四半期は31百万円の資金減少）となりました。これは

主に、配当金の支払額１百万円や長期借入金の返済による支出が25百万円あったこと等によるものであります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費の金額は、25百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,350,000

計 19,350,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月４日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,617,500 5,617,500

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

（100株）

計 5,617,500 5,617,500 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～

　

平成22年12月31日

－ 5,617,500 － 452,370 － 428,340
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（６）【大株主の状況】

 平成22年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

伊地知　恭正 東京都文京区 938 16.69

有限会社照国興産 鹿児島県鹿児島市照国町 600 10.68

伊地知　昭正 鹿児島県鹿児島市 531 9.45

伊地知　高正 鹿児島県鹿児島市 502 8.95

伊地知　芳正 千葉県船橋市 502 8.95

農林中央金庫 東京都千代田区有楽町一丁目 210 3.73

株式会社鹿児島銀行 鹿児島県鹿児島市金生町 190 3.38

村尾　万紀子 東京都板橋区 185 3.29

伊地知　洋正 東京都文京区 185 3.29

伊地知　剛正 東京都文京区 185 3.29

計 － 4,029 71.73

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

　普通株式　　　1,400
－ －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　5,615,800 56,158 －

単元未満株式 　普通株式　　　  300 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 5,617,500 － －

総株主の議決権 － 56,158 －

　

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社アクシーズ
鹿児島市草牟田二丁目１

番８号
1,400 － 1,400 0.02

計 － 1,400 － 1,400 0.02
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
７月

８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 722 700 723 757 705 702

最低（円） 672 652 685 680 660 669

　（注）　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、

それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年７月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年７月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年７月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年７月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,153,936 1,057,299

受取手形及び売掛金 ※2
 1,353,620 1,116,097

製品 131,670 182,238

仕掛品 222,326 185,136

原材料及び貯蔵品 468,098 583,380

その他 198,848 156,978

貸倒引当金 △822 △1,376

流動資産合計 3,527,679 3,279,753

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 429,192

※1
 431,908

工具、器具及び備品（純額） ※1
 620,688

※1
 508,419

土地 2,761,065 2,759,672

その他（純額） ※1
 45,340

※1
 319,156

有形固定資産合計 3,856,287 4,019,156

無形固定資産 64,611 71,665

投資その他の資産

投資その他の資産 1,171,164 893,394

貸倒引当金 △5,113 △2,831

投資その他の資産合計 1,166,050 890,563

固定資産合計 5,086,949 4,981,384

資産合計 8,614,629 8,261,138

負債の部

流動負債

買掛金 476,149 394,741

1年内返済予定の長期借入金 101,000 106,000

未払金 990,627 873,534

未払法人税等 154,601 79,833

その他 148,522 191,052

流動負債合計 1,870,901 1,645,163

固定負債

社債 499,800 499,800

長期借入金 64,750 115,250

退職給付引当金 206,619 244,217

役員退職慰労引当金 91,161 96,888

その他 226,498 221,451

固定負債合計 1,088,830 1,177,608

負債合計 2,959,731 2,822,772
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 452,370 452,370

資本剰余金 428,340 428,340

利益剰余金 4,747,378 4,531,819

自己株式 △1,087 △1,034

株主資本合計 5,627,000 5,411,494

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 27,897 31,916

繰延ヘッジ損益 － △5,044

評価・換算差額等合計 27,897 26,871

純資産合計 5,654,897 5,438,366

負債純資産合計 8,614,629 8,261,138
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 7,537,102 7,704,329

売上原価 5,192,245 5,220,210

売上総利益 2,344,856 2,484,118

販売費及び一般管理費 ※
 2,034,813

※
 2,098,666

営業利益 310,043 385,451

営業外収益

受取利息 824 3,096

受取配当金 1,975 1,966

持分法による投資利益 48,167 51,115

為替差益 755 －

その他 16,892 13,934

営業外収益合計 68,614 70,113

営業外費用

支払利息 6,331 5,289

為替差損 － 2,497

その他 1,260 568

営業外費用合計 7,592 8,354

経常利益 371,066 447,210

特別利益

固定資産売却益 － 9,193

収用補償金 － 92,108

特別利益合計 － 101,302

特別損失

固定資産除却損 － 297

固定資産圧縮損 － 85,936

減損損失 6,519 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 21,346

特別損失合計 6,519 107,580

税金等調整前四半期純利益 364,546 440,932

法人税、住民税及び事業税 113,428 151,053

法人税等調整額 19,560 4,118

法人税等合計 132,989 155,172

少数株主損益調整前四半期純利益 － 285,760

四半期純利益 231,557 285,760

EDINET提出書類

株式会社アクシーズ(E00009)

四半期報告書

14/26



【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 3,985,811 4,132,441

売上原価 2,706,392 2,716,029

売上総利益 1,279,418 1,416,412

販売費及び一般管理費 ※
 1,058,162

※
 1,068,232

営業利益 221,255 348,179

営業外収益

受取利息 218 1,442

受取配当金 693 1,964

持分法による投資利益 7,798 18,611

為替差益 755 263

その他 10,763 7,582

営業外収益合計 20,229 29,864

営業外費用

支払利息 3,125 2,601

その他 1,122 114

営業外費用合計 4,247 2,715

経常利益 237,237 375,328

特別利益

固定資産売却益 － 9,193

特別利益合計 － 9,193

特別損失

固定資産除却損 － 255

減損損失 4,809 －

特別損失合計 4,809 255

税金等調整前四半期純利益 232,428 384,266

法人税、住民税及び事業税 37,611 87,924

法人税等調整額 54,912 55,627

法人税等合計 92,524 143,551

少数株主損益調整前四半期純利益 － 240,715

四半期純利益 139,904 240,715
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 364,546 440,932

減価償却費 179,101 177,064

減損損失 6,519 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △23,369 △37,598

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △36,627 △5,727

受取利息及び受取配当金 △2,799 △5,062

支払利息 6,331 5,289

持分法による投資損益（△は益） △48,167 △51,115

固定資産圧縮損 － 85,936

収用補償金 － △92,108

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 21,346

売上債権の増減額（△は増加） △238,860 △237,523

たな卸資産の増減額（△は増加） 75,789 128,659

その他の流動資産の増減額（△は増加） △26,312 △72,851

仕入債務の増減額（△は減少） 161,244 81,407

その他の流動負債の増減額（△は減少） 138,981 207,941

その他 △24,636 △17,356

小計 531,742 629,233

利息及び配当金の受取額 2,924 5,062

利息の支払額 △6,230 △5,267

その他の収入 17,394 11,441

その他の支出 △1,260 △568

法人税等の還付額 14,555 －

法人税等の支払額 △82,124 △71,436

営業活動によるキャッシュ・フロー 477,001 568,466

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △120,000 △170,000

定期預金の払戻による収入 40,000 220,000

有形固定資産の取得による支出 △78,017 △93,709

無形固定資産の取得による支出 △40,066 △3,356

貸付けによる支出 △52,910 △332,876

貸付金の回収による収入 97,710 78,500

敷金及び保証金の差入による支出 △27,290 △2,718

収用補償金の受取額 56,417 －

その他 △2,429 8,007

投資活動によるキャッシュ・フロー △126,586 △296,151

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △66,750 △55,500

自己株式の取得による支出 － △52

配当金の支払額 △84,073 △70,124

財務活動によるキャッシュ・フロー △150,823 △125,677

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 199,590 146,637

現金及び現金同等物の期首残高 1,151,726 531,299

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,351,317

※
 677,936

EDINET提出書類

株式会社アクシーズ(E00009)

四半期報告書

16/26



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ1,307千円減少し、税金等調整前四半期

純利益は22,653千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去

債務の変動額は54,555千円であります。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方

法

　繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度以降に経営環

境及び一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結

会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを使用

しております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年６月30日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、4,573,442千円で

あります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、4,772,934千円で

あります。

※２．期末日満期手形の会計処理については、手形交換日

をもって決済処理しています。

　なお、当四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日

であったため、次の期末日満期手形が当四半期連結会

計期間末の残高に含まれています。　

――――――――――

受取手形 1,658千円 　

―――――――――― 　３．保証債務

　次の関係会社の金融機関からの借入に対し保証を

行っております。

　 有限会社南九州バイオマス 134,048千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

販売手数料 71,861千円

荷造運搬費 432,734 

役員報酬 68,132 

従業員給与手当 291,569 

雑給 329,204 

役員退職慰労引当金繰入額 5,692 

退職給付費用 6,136 

減価償却費 75,610 

賃借料 202,219 

研究開発費 49,274 

販売手数料 81,615千円

荷造運搬費 434,745 

役員報酬 65,420 

従業員給与手当 332,458 

雑給 341,439 

役員退職慰労引当金繰入額 5,356 

退職給付費用 10,039 

減価償却費 63,039 

賃借料 215,505 

研究開発費 49,871 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

販売手数料 42,083千円

荷造運搬費 224,569 

役員報酬 34,061 

従業員給与手当 136,866 

雑給 179,268 

役員退職慰労引当金繰入額 2,712 

退職給付費用 2,223 

減価償却費 39,917 

賃借料 117,865 

研究開発費 25,522 

販売手数料 44,509千円

荷造運搬費 229,053 

役員報酬 31,229 

従業員給与手当 159,501 

雑給 182,011 

役員退職慰労引当金繰入額 2,594 

退職給付費用 6,207 

減価償却費 32,552 

賃借料 106,675 

研究開発費 25,524 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 1,774,317

預入期間が３か月を超える定期預金 △423,000

現金及び現金同等物 1,351,317

　

 （千円）

現金及び預金勘定 1,153,936

預入期間が３か月を超える定期預金 △476,000

現金及び現金同等物 677,936

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年７月１日　至　

平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  5,617,500株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 1,440株

 

３．新株予約権等に関する事項　

該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

配当金支払額

　

　

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年９月22日

定時株主総会
普通株式 70,201 12.50 平成22年６月30日 平成22年９月24日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
鶏肉事業
（千円）

加工食品事業
（千円）

外食事業
（千円）

その他の事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上高 2,865,832265,500841,653 12,8253,985,811 － 3,985,811

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
83,495 206 － 12,696 96,399 (96,399) －

計 2,949,328265,706841,653 25,5224,082,210(96,399)3,985,811

営業利益 151,008 30,669 101,167 10,179 293,025(71,769)221,255

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年12月31日）

 
鶏肉事業
（千円）

加工食品事業
（千円）

外食事業
（千円）

その他の事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上高 5,477,857534,3731,491,15333,7187,537,102 － 7,537,102

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
166,068 206 － 15,683 181,957(181,957) －

計 5,643,925534,5791,491,15349,4017,719,060(181,957)7,537,102

営業利益 280,277 40,056 116,181 18,085 454,600(144,556)310,043

　（注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称

（1）事業区分の方法…製品の種類別区分によっております。

（2）各区分に属する主要な製品の名称

①　鶏肉事業　　…鶏肉の非加工品

②　加工食品事業…鶏肉に加熱、味付け等の加工を施した商品

③　外食事業　　…ケンタッキーフライドチキン店舗とピザハット店舗のＦＣ事業

④　その他の事業…シラスバルーン（複合材）、ゼオライト（土壌改良剤、飼料原料等）及び無化学肥料減農

薬野菜

２．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用は、当社の管理部門に係る費用であります。

前第２四半期連結会計期間　　 73,082千円

前第２四半期連結累計期間　　147,181千円

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

前第２四半期連結累計期間（自平成21年７月１日　至平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

海外売上高はないため、該当事項はありません。

前第２四半期連結累計期間（自平成21年７月１日　至平成21年12月31日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、業種別のセグメントから構成されており、「鶏肉関連」及び「外食」の２つを報告セグメントとし

ております。

　「鶏肉関連」は主に鶏肉の非加工品や鶏肉に加熱、味付け等の加工を施した商品の製造及び販売を行って

おります。「外食」はケンタッキーフライドチキン店舗とピザハット店舗のＦＣ事業を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　当第２四半期連結累計期間（自平成22年７月１日 至平成22年12月31日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント 調整額

（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２鶏肉関連 外食 計

売上高      

外部顧客への売上高 6,010,7811,693,5477,704,329 － 7,704,329
セグメント間の内部売上高又
は振替高

294 － 294 △294 －

計 6,011,0751,693,5477,704,623△294 7,704,329

セグメント利益 221,976161,713383,690 1,761 385,451

（注）１．セグメント利益の調整額1,761千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

　当第２四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント 調整額

（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２鶏肉関連 外食 計

売上高      

外部顧客への売上高 3,224,149908,2924,132,441 － 4,132,441
セグメント間の内部売上高又
は振替高

167 － 167 △167 －

計 3,224,316908,2924,132,608△167 4,132,441

セグメント利益 229,039118,283347,323 855 348,179

（注）１．セグメント利益の調整額855千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年６月30日）

１株当たり純資産額 1,006.92円 １株当たり純資産額 968.35円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 41.23円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 50.88円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 231,557 285,760

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 231,557 285,760

期中平均株式数（株） 5,616,135 5,616,060

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 24.91円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 42.86円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 139,904 240,715

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 139,904 240,715

期中平均株式数（株） 5,616,135 5,616,060

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２２年２月５日

株式会社アクシーズ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 工藤　重之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西元　浩文　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アク

シーズの平成２１年７月１日から平成２２年６月３０日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２１年１０

月１日から平成２１年１２月３１日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２１年７月１日から平成２１年１２月３１

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ

・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アクシーズ及び連結子会社の平成２１年１２月３１日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社アクシーズ(E00009)

四半期報告書

25/26



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２３年２月２日

株式会社アクシーズ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 工藤　重之　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 竹之内　髙司　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アク

シーズの平成２２年７月１日から平成２３年６月３０日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２２年１０

月１日から平成２２年１２月３１日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２２年７月１日から平成２２年１２月３１

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ

・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アクシーズ及び連結子会社の平成２２年１２月３１日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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